
プログラム

10月23日（土）　A会場

教育講演Ⅰ	 9：35 ～ 10：35� A会場（5Ｆ　大会議室）

「フットケアにおける装具とリハビリテーション」
座長：田川　善彦（久留米大学医学部整形外科学教室　客員教授）
ELⅠ-1	 「久留米大学医療センターで取り組むフットウェア」
演者：甲斐　雄介（㈲佐賀有薗義肢製作所　義肢装具士）
ELⅠ-2	 「外反母趾患者の有痛性胼胝に対するリハビリテーション 
	 ―母趾 MTP 関節背屈可動域制限と歩行時足底圧中心の関連―」
演者：補沓　拓郎（久留米大学医療センター　リハビリテーションセンター）

スポンサードセミナーⅠ	 10：35 ～ 11：35� A会場（5Ｆ　大会議室）

「静脈性潰瘍の治療　～保険制度と圧迫療法の実際～」
座長：星野　祐二（福岡山王病院　血管外科部長 / 国際医療福祉大学　教授）
SSⅠ-1	「診療報酬『静脈圧迫処置』について」
演者：星野　祐二（福岡山王病院　血管外科部長 / 国際医療福祉大学　教授）
SSⅠ-2	「静脈性潰瘍の治療　～創傷管理のコツ～」
演者：古川　雅英（社会医療法人　敬和会　大分岡病院　院長、創傷ケアセンター長、形成外科）
共催：アルケア株式会社

ランチョンセミナーⅠ	 11：50 ～ 12：50� A会場（5Ｆ　大会議室）

「難治性足潰瘍における新たな治療戦略　～ OASIS® 細胞外マトリックス～」
座長：清水　史明（大分大学医学部附属病院　形成外科）
LSⅠ-1	 「OASIS Ⓡ細胞外マトリックスって何？ ～ OASIS Ⓡを足の創傷治療に活かす～」
演者：寺部　雄太（春日部中央総合病院　下肢救済センター）
LSⅠ-2	 「難治性足潰瘍の治療パラダイムシフトと OASIS Ⓡの適用」
演者：井野　　康（久留米大学医療センター　足病変・皮膚潰瘍治療外来　講師）
LSⅠ-3	 「骨が露出した足の難治性潰瘍における OASIS Ⓡの使用経験」
演者：芦塚　翔子（長崎大学医学部　形成外科）
共催：クックメディカルジャパン合同会社

特別講演	 13：00 ～ 14：00� A会場（5Ｆ　大会議室）

SL	 「日本フットケア・足病医学会のこれから」
座長：清川　兼輔（久留米大学　形成外科・顎顔面外科　主任教授）
演者：寺師　浩人（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学　教授）

スポンサードセミナーⅢ	 14：00 ～ 15：00� A会場（5Ｆ　大会議室）

SSⅢ	 「変形を来さないための関節リウマチ治療」
座長：田尻　祐司（久留米大学医療センター　糖尿病センター　教授）
演者：中島　宗敏（久留米大学医療センター リウマチ・膠原病センター　教授・副院長）
共催：日本イーライリリー株式会社
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教育講演Ⅲ	 15：00 ～ 16：00� A会場（5Ｆ　大会議室）

「重症下肢虚血に対する血行再建の最前線」
座長：明石　英俊（社会医療法人 共愛会 戸畑共立病院　顧問）
ELⅢ-1	「末梢血管病に対する血管新生療法」
演者：佐々木健一郎（久留米大学　心臓・血管内科　准教授）
ELⅢ-2	「創傷治療における再生医療と外科的血行再建の役割」
演者：岡崎　悌之（宗像水光会総合病院心臓血管センター　心臓血管外科　血管外科部長）

教育講演Ⅳ	 16：00 ～ 17：00� A会場（5Ｆ　大会議室）

「久留米のはきものさいこう」
座長：井野　　康（久留米大学医療センター　足病変・皮膚 潰瘍 治療外来　講師）
ELⅣ-1	「『靴の基礎知識と留意点』  ～ 知っておくべき靴の知識とアサヒシューズの新製品紹介 ～ 」
演者：塚本　裕二（アサヒシューズ株式会社　執行役員　商品開発部　部長）
ELⅣ-2	「�子ども靴の市場展開における専門店「Genki-Kids（ゲンキ・キッズ）」の取り組みおよび 

その他活動について」
演者：長友　武史（株式会社ムーンスター　営業推進一課　課長）
ELⅣ-3	「肌に優しいコラーゲン配合糸で編まれた、高機能ソックスがもたらす、快適な履き心地と身体の安定」
演者：本田　一光（株式会社ワールドグローブ　代表取締役）
ELⅣ-4	「お客様の声に寄り添い、共に歩み、足元から笑顔を届ける「あゆみシューズ」」
演者：渡邉　昌和（徳武産業株式会社　営業部　次長）
共催：アサヒシューズ株式会社
　　　株式会社ムーンスター
　　　株式会社ワールドグローブ
　　　徳武産業株式会社

10月23日（土）　B会場

ICTでCOVID-19による重症化から患者を守る会	 9：35 ～ 10：35� B会場（4Ｆ　Ｃボックス）

「学会員なら全員にアカウントがあります、遠隔連携ソフト JOIN」
座長：上村　哲司（佐賀大学医学部形成外科　診療教授）
　　　東盛　貴光（社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院　形成外科　部長）
ICT-1	 「学会員全員に配布されている遠隔連携ソフトの使い方説明」
演者：松本　健吾（社会医療法人敬和会大分岡病院　医師）
ICT-2	 「遠隔連携ソフトによる施設を横断した医療連携の実際」
演者：伊方　敏勝（熊本大学病院　形成外科）
ICT-3	 「遠隔連携ソフトによる地域医療連携の実際」
演者：花田　明香（医療法人社団喜生会 新富士病院）

スポンサードセミナーⅡ	 10：35 ～ 11：35� B会場（4Ｆ　Ｃボックス）

座長：石崎　勇太（久留米大学病院　循環器病センター　助教）
SSⅡ-1	「CLTI 治療に於ける Drag Device に期待する役割」
演者：曽我　芳光（小倉記念病院　循環器内科　部長）
SSⅡ-2	「当院に於ける CLTI 治療についてチーム医療の果たす役割」
演者：原口　和樹（天神会　新古賀病院　循環器内科）
共催：ボストン・サイエンティフィックジャパン株式会社
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ランチョンセミナーⅡ	 11：50 ～ 12：50� B会場（4Ｆ　Ｃボックス）

「レオカーナ始めました」
座長：玻座真琢磨（久留米大学医学部　内科学講座腎臓内科部門　講師）
LSⅡ-1	「期待してます、レオカーナ」
演者：竹井　達郎（天陽会中央病院　循環器内科）
LSⅡ-2	「当科における血行再建困難な足部難治性潰瘍に対するレオカーナの奏功例」
演者：東盛　貴光（社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院　形成外科　部長）
共催：株式会社カネカメディックス

教育講演Ⅱ	 14：00 ～ 15：00� B会場（4Ｆ　Ｃボックス）

「下肢救済における創傷治癒の基本と再生医療」
座長：上村　哲司（佐賀大学医学部形成外科　診療教授）
ELⅡ-1	「創傷治癒の基本」
演者：守永　圭吾（久留米大学医学部　形成外科・顎顔面外科講座　准教授）
ELⅡ-2	「下肢救済における血管再生治療の位置づけ」
演者：田中　里佳（順天堂大学大学院医学研究科再生医学　教授）

10月23日（土）　C会場

一般演題1「看護・ケア」	 9：35 ～ 10：25� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

座長：砂山　裕子（財団法人平成紫川会社会保険小倉記念病院　看護相談科主任）
O1-1	� 透析患者のフットチェック・リスク分類の見直しを行って ～フットケア指導士としての取

り組み～
演者：中尾小夜子（吉武泌尿器科医院　看護師）

O1-2	 フットケア専門看護外来における自由診療導入の取り組み
演者：鈴木　千草（（社）福岡青洲会病院　透析センター）

O1-3	� 糖尿病足病変患者のフットケアに対する行動変容につながった介入の振り返り
演者：堤　　由依（久留米大学医療センター）

O1-4	� 当院透析施設におけるフットケアチームの取り組み
演者：上原　理沙（やなせ内科医院　看護部）

O1-5	� 下肢血管バイパス術マニュアル作成　~ 看護の標準化を目指して ~
演者：古賀さやか（熊本リハビリテーション病院　形成外科・血管外科）

O1-6	� 施設への介入で見えたフットケアの現状と今後の課題
演者：木下　未来（福岡県済生会大牟田病院　内科外来）

一般演題2「チーム医療」	 10：35 ～ 11：15� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

座長：山本　光孝（医療法人原三信会病院　循環器科部長　心臓カテーテル室長）
O2-1	� フットケア・創傷チーム発足から下肢救済・難治性創傷外来開設に至る看護師の活動

演者：吉丸　　愛（社会医療法人財団 池友会 福岡和白病院　看護部）
O2-2	� 他施設連携により断端形成術後創感染を発症した透析患者を救肢した一症例

演者：安藤　恭代（医療法人朝霧会　じんの内医院）
O2-3	� 当院足病センターでの活動～多職種連携による早期介入～

演者：川野　啓成（新古賀病院　形成外科）
O2-4	� 当院でのフットケアチームの課題と取り組み

演者：西　智恵美（池田バスキュラーアクセス・透析・内科）
O2-5	� 足潰瘍治療で入院した患者の実態と療養生活に影響する因子の解明

演者：大北　美紀（久留米大学医療センター）
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ランチョンセミナーⅢ	 11：50 ～ 12：50� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

LSⅢ	 「血糖変動から考える糖尿病治療戦略」
座長：田尻　祐司（久留米大学医療センター　糖尿病センター　教授）
演者：岡田　洋右（産業医科大学病院　臨床研究推進センター　センター長・診療教授）
共催：小野薬品工業株式会社

一般演題3「血行再建」	 14：00 ～ 14：40� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

座長：三井　信介（済生会八幡総合病院　血管外科）
O3-1	� 難治性足病変を伴う PAD 患者に対する心臓血管外科との連携

演者：大山　拓人（山口県済生会下関総合病院　形成外科）
O3-2	� 和温療法を併用し、良好な創傷治癒が得られたバージャー病の一例

演者：藤田　崇史（福岡大学病院　循環器内科）
O3-3	� 非解剖学的バイパス術により治療した Leriche 症候群の１例

演者：前川　絵美（社会医療法人　共愛会　戸畑共立病院　形成外科）
O3-4	� 重症下肢虚血における大切断拒否症例の予後の検討

演者：柳澤　明宏（田川市立病院　形成外科）
O3-5	� 膝関節が屈曲拘縮した CLTI に対し、浅大腿動脈 - 前脛骨動脈バイパス術を施行し救肢した 1

例
演者：姉川　朋行（久留米大学　外科学講座　心臓血管外科）

一般演題4「リハビリ・フットウェア」	 14：50 ～ 15：40� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

座長：大塚未来子（社会医療法人敬和会大分岡病院　理学療法室主任）
O4-1	� 創傷患者のフットウェアについて

演者：松本　健吾（社会医療法人敬和会大分岡病院創傷ケアセンター）
O4-2	� 左前足部胼胝性潰瘍で除圧治療中に再発と足趾の水疱が悪化した一症例

演者：仲　　紗和（朝倉医師会病院　リハビリテーション科）
O4-3	� 下肢荷重検査を用いた足部評価とリハビリテーション

演者：太田　頌子（�社会医療法人天神会　新古賀病院　リハビリテーション課／	  
社会医療法人天神会　新古賀病院　形成外科／	  
社会医療法人天神会　新古賀病院　足病外来）

O4-4	� 取り下げ
O4-5	� コロナ禍における施設入居者の靴選びについて ～施設スタッフによる靴選びの実例から見

えてきた今後の課題～
演者：小池加代子（医療法人ロコメディカル江口病院　シニアハウスよろず）

O4-6	� アーチをサポートする位置の違いが足部アーチ高に及ぼす影響
演者：嶋田　裕司（日本保健医療大学　保健医療学部　理学療法学科）

一般演題5「創傷」	 15：50 ～ 16：40� Ｃ会場（4Ｆ　小会議室）

座長：石井　義輝（医療法人真鶴会小倉第一病院　形成外科）
O5-1	� 広範囲の骨露出を伴った下腿難治性潰瘍の一例

演者：田中啓二郎（済生会福岡総合病院　形成外科／久留米大学　形成外科・顎顔面外科）
O5-2	� 後天性第ⅩⅢ因子欠乏症に伴う難治性足潰瘍の一例

演者：岩本　晃一（産業医科大学　形成外科）
O5-3	� 創傷に対する MolecuLight Ⓡの使用経験

演者：中川　栄治（佐賀大学医学部附属病院　形成外科）
O5-4	� 感染の波及により足関節開放に至った外果潰瘍に対し創内持続洗浄療法を用いて治療した２例

演者：小山　麻衣（飯塚病院　形成外科）
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O5-5	� 左足糖尿病性壊疽から生じた破傷風の一例
演者：比嘉　理圭（熊本赤十字病院 形成外科）

O5-6	� 骨・腱露出部に対して PAT（perifascial areolar tissue）移植し生着した 1 例
演者：古賀　文貴（久留米大学　形成外科・顎顔面外科）

10月23日（土）　D会場

ハンズオンセミナー	 9：35 ～ 11：05� Ｄ会場（4F　スタジオ2）

HS	 「新しい局所陰圧閉鎖療法の正しい扱い方を知ろう！～ ULTA から PREVENA まで～」
講師：守永　圭吾（久留米大学医学部 形成外科・顎顔面外科学講座　准教授）
共催：ケーシーアイ株式会社
※学術集会 HP より事前申込制

フットケア実技広場	 14：00 ～ 16：00� Ｄ会場（4F　スタジオ2）

FP-1	 「フットケア実技広場～実技から靴の履き方・紐の結び方まで～」
講師：石橋理津子（佐賀大学医学部附属病院　形成外科技術補佐員）
FP-2	 「理学療法士が考える靴ひもの捉え方」
講師：保井　亮汰（みなみ台整形外科　リハビリテーション科　理学療法士 /NPO 法人 presents）
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